
は じ め に

学生の皆さん「食育」という言葉を耳にしたことはありますか？

幼稚園や保育園、小・中学校の授業や課外活動、あるいは地域の活動で食

生活について学んだり、調理実習や農業体験をしたり、食に関する伝統行事

に参加した経験があるのではないでしょうか。それは｢食育｣です。では、今

「食育」はあなたの身近にありますか？｢食｣について考える機会があるでし

ょうか？

平成１７年６月に食育基本法が制定され、国民一人一人が生涯にわたって

健全な心身を培い、豊かな人間性を育むことができるように｢食｣に対する意

識を高め、「食｣に関して信頼できる情報に基づく適切な判断を行う能力を身

に付けるために｢食育｣を国民運動として推進していくことになりました。

内閣府を中心に文部科学省、厚生労働省、農林水産省などが連携して食育

を推進しており、農林水産省では、食料の生産から消費の各段階を通じ、日

本型食生活の実践を促す取組や、食や農林水産業への理解を深めていただけ

る農林漁業体験活動の取組などの｢食育｣を推進しています。また、都道府県

や市町村、教育関係者、農林漁業者、食品関連事業者も食育を推進する責務

を負っています。国民の皆様も健全な食生活の実現に自ら努め、食育の推進

に寄与するように務める責務があります。

そして、何より近い将来親となり子どもを育み、社会を担っていく学生の

皆さんにこそ｢食育｣と関わっていただきたいと思います。中国四国の各地で

学生の皆さんが、様々な形で食育の活動に取り組んでいます。本誌では、い

くつかの活動事例と｢食｣について考えていただく手がかりを紹介いたします。

本誌が食育に取り組む皆様に活用され、食育の裾野が広がる一助となれば幸

いです。

｢食育｣は、とても大切なことです。でも、難しく考える必要はありません。

できることから、始めましょう。 Let's begin！

最後になりましたが、本冊子の作成に当たり、取材等にご協力をいただき

ました皆様に紙面をお借りし感謝申し上げます。

また、事例を収集するに当たっては、中国四国農政局が把握している範囲

内での収集となりましたことを申し添えさせていただきます。
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